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栗
原
市
誕
生
20
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え
た
こ

と
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
心

か
ら
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
17
年
４
月
、
10
町
村
の
大

合
併
を
成
し
遂
げ
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
大
規
模
な
自
然
災
害
に

も
度
々
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
協
力
や
、
全
国
か

ら
多
く
の
温
か
い
支
援
を
い
た
だ

き
、
地
域
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、

復
興
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
に
は
、
市
内
全

域
が
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し

て
認
定
さ
れ
、
早
い
も
の
で
10
周

年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
市
の
移
住
定
住

や
子
育
て
支
援
施
策
な
ど
の
取
り

組
み
に
全
国
か
ら
注
目
が
集
ま
り
、

多
く
の
団
体
が
視
察
に
訪
れ
る
な

ど
、
豊
か
な
自
然
や
生
活
環
境
が

評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

近
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
、
物
価
高
騰
、
気
候
変
動
な

ど
、
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議

会
と
し
て
、
30
年
後
、
40
年
後
の

市
の
将
来
を
見
据
え
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
知
恵
と
力
を
結
集
し

「
市
民
が
創
る
く
ら
し
た
い
栗
原
」

の
実
現
に
向
け
、
議
員
一
同
、
全

力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
17
年
４
月
１
日
に
、
10
町

村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
栗
原
市

は
、
こ
の
た
び
20
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
平
成
20
年
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
や
東
日
本
大
震
災
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

市
民
生
活
の
向
上
、
産
業
の
振
興
、

そ
し
て
地
域
の
魅
力
向
上
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
着
実
に
発
展

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
栗
原
市
誕
生
20
周
年

を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
祝
う
年

と
し
て
、
20
年
の
歩
み
を
振
り
返

り
な
が
ら
、市
民
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
つ
な
が
り
、
未
来
に
向
か
っ
て

栗
原
市
が
広
が
っ
て
い
く
、
そ
う

し
た
思
い
が
込
め
ら
れ
た
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を「
つ
な
が
る 
ひ
ろ

が
る 

ず
っ
と
栗
原
」と
し
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
も
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
各

種
記
念
事
業
を
展
開
し
、
今
ま
で

以
上
に
栗
原
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
栗
原
市
の
歩
み
を
、

30
年
後
、
40
年
後
の
未
来
に
つ
な

ぐ
と
と
も
に
、
明
日
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に「
豊
か
な
美
し
い
く
り

は
ら
」を
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
力
を
合
わ
せ
、

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

栗原市が誕生して２０年。それまでの歴史を
紡ぎながら、新たな挑戦を続けた２０年でした。
また、災害など、大きな困難に立ち向かいな
がら、歩みを進めた日々でもありました。そ
の軌跡を振り返ります。

災害との戦い

平成２０年岩手・宮城内陸地震（平成２０年６月１４日）

栗駒地区の荒砥沢ダム
上流部が崩壊。山間部
の集落も道路寸断によ
り孤立。また、死者１３
人、行方不明者６人、
負傷者１８０人に及ぶ
人的被害が発生。住宅
被害も１５６９件に及
び、甚大な被害が発生
しました。

東日本大震災（平成２３年３月１１日）

東日本大震災で震度７
を築館地区で観測。高
清水中学校体育館では
天井が落下し、市内各
地でもインフラや人的
被害が多数発生。負傷
者は５５０人にのぼり、
住宅被害も全壊５８棟
を含む４９８５棟に及
びました。

未来への挑戦

栗駒山麓ジオパークビジターセンター開館（平成３１年４月１日）

平成２７年９月、市全域
をジオパークとする栗
駒山麓ジオパークが日
本ジオパークに認定。
これを受け、平成２０年
岩手・宮城内陸地震の
傷跡と栗原の大地の営
みを紹介し、防災学習
などに取り組む、ビジ
ターセンターを開館。

栗原産仙台牛を使用した給食の様子

令和４年４月から市内
の小学校および義務教
育学校低学年で２５人
制学級の導入を開始。
令和５年４月からは、
市内小・中学校および義
務教育学校の給食費を
無償化し、保護者の教
育にかかる費用負担の
軽減化を開始しました。

令和７年栗原市二十歳を祝う会開催（令和７年１月１２日）

市と歩みを同じくする
若者が二十歳を迎え、
二十歳を祝う会を開催。
４１８人が出席し、友人
との久しぶりの再会に
笑顔の花が会場に咲き
ました。

移住者交流会「さざほざ交流会」（令和６年３月６日）

宝島社が出版する田舎
暮らしの本の「住みたい
田舎ベストランキング
２０２４年版」の人口５
万人以上１０万人未満
の市総合部門で、全国
第１位を獲得。人気の
移住先として、注目が
集まっています。

栗原市の誕生

栗原市開庁式（平成１７年４月１日）

旧栗原郡１０町村が合
併し、栗原市が誕生。
各庁舎で開庁式を挙行
し、栗原市として歩み
出しました。

くりでんの歴史を後世に

くりはら田園鉄道のラストラン（平成１９年３月３１日）

約９０年間、沿線の人々
の交通手段や物資輸送
に活躍した「くりはら
田園鉄道」。
沿線では、多くの市民
がラストランを見守り
ました。

絆を結び姉妹都市へ
◀東京都あきる野市と友好姉妹

都市の盟約を締結
（平成１８年２月１０日）

台湾南投市と姉妹都市提携を締結▶
（令和２年１１月２３日）

栗原市を形作る

市マスコットキャラクター「ねじり ほんにょ」
デビューセレモニー（平成２６年３月２１日）

市章（平成１７年９月１５日制定）
市民憲章（平成１９年９月１日制定）
市の花「ニッコウキスゲ」・市の木「ヤ
マボウシ」（平成２０年９月１日制定）
市民歌「栗原の詩」（平成２１年１２月
１３日制定）

くりはら田園鉄道公園開園（平成２９年４月１日）

くりはら田園鉄道の歴
史と貴重な資料を展示
保存する「くりはら田園
鉄道公園」。
定期的に乗車会が開催
され、現在も運行当時
の車両の雰囲気を楽し
めます。

栗原市議会議長
 たか はし わたる

高 橋 　 渉
栗原市長
 さ とう さとし

佐 藤 　 智

うた

市制２０年の軌跡

特 集 栗原市誕生２０周年記念　二十歳のキセキ

祝 栗原市誕生
２０周年

つながる
　ひろがる
　　ずっと栗原


